
中学生向け数学               中学校      学年 氏名             

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

③：（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

２５６ｇｇ０２０３２０ｔｏｋｙｏ１６ｋｉｒｉｋｕｔｉ    難易度３ 

右の図に示した立体ＡＢＣ－ＤＥＦは、ＡＢ＝ＡＣ＝ＡＤ＝４ｃｍ 

∠ＢＡＣ＝∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＤ＝９０° 

の三角柱である。辺ＡＤ上を動く点を 

Ｐとする。点Ｐと頂点Ｅ，点Ｐと頂点 

Ｆを結ぶ。次の問に答えよ。 

１）★★∠ＰＥＦの大きさをａ°としてａ 

のとる値の範囲を不等式で表せ。 

     ≦ａ≦        

２）★★★△ＤＥＦの面積をＳｃｍ２、△ＰＥＦ 

の面積をＴｃｍ２ とする。Ｓ：Ｔ＝２：３ 

のとき、線分ＰＤの長さを求めよ。ただし、 

答に根号が含まれるときは、根号をつけたままで表せ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

ポイント＝動点の始点と終点の三角形を別々に見てみる。 

隠れた言葉＝特別三角形（４５－４５－９０）、正三角形 

１）ＰがＤにいるとき、∠ＤＥＦ＝４５° 

ＰがＡにいるとき、∠ＡＥＦ＝６０° 

ゆえに      ４５°≦ａ≦６０° 
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２）

１
　△ＤＥＦの面積＝４４ ＝８

２

　２：３＝８：ｘ　　△ＰＥＦ＝１２

　ＰからＥＦに垂線をおろし交点をＱとする。

１
　△ＰＥＦの面積＝４２ ＰＱ ＝２２ ＰＱ

２

　ＰＤ＝ｈとし、ＰＤ＝２２

　ＰＱ＝（２２）＋ｈ、　　ＰＱ＝ ２２＋ｈ

１
　△ＰＥＦの面積＝４２ ＰＱ ＝２２ ＰＱ＝２２ ２２＋ｈ＝１２

２

６
　２ ８＋ｈ＝６、　８＋ｈ＝

２

３６
両辺を２乗すると　　　８＋ｈ＝ ＝１８

２

ｈ＝１０

ｈ＝１０ｃｍ
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